

























































































































































































































































































































その中で規模が大きなも として きれいな砂浜の寺部海水浴場があり、夏には海水浴客で賑わう。 また、 鳥羽海岸には幡豆漁協が管理する干潟があり、 ここも大切な潮干狩り場となっている。
以上のように、幡豆の海岸域は、干潟、砂浜、岩礁帯、転石帯 港湾等が複雑に入り組んで構
































































隣接する複数の環境要素を含めたほうが良い場合も多い。例えば、トンボロ干潟に生息する底生動物群集を中心とする食物網の構造を解明した は、 「トンボロ干潟」だけでなく、隣接するアマモ場や前島の転石帯・岩礁帯等を含めた、 「干潟域」として捉える必要がある（
6章
4） 。





























日本委員会ウェブサイト） 。日本では 省や水産庁が している（環境省自然環境局 多様性センターウェブサイト、 水産庁



















物多 」の三つの定義、 「遺伝的多様性（種内の多様性） 」 、 「種多様性（種間の多様性） 」 、 「生態系の 様性」に即して、説明しておく（環境省ウェブサイトなど） 。
まず、多くの人が「生物多様性」と聞いてイメージする内容は、ある区域にどれだけ多くの種


















































































































































































































物） と定義される。プランクトンは遊泳力が乏しいために周辺の水の流れに逆らうことはできず、浮遊したままで自分の周りの水と一緒に移動してしまうが、ネクトンは海 や潮汐流などの水の流れに逆らって移動でき 生物 。しかし、実際にはプランクトンとネクトンの境界は曖昧である。
ところで、プランクトンという言葉を知っている方は多いと思うが、具体的にどのような生物
かといわれると、海の中にいる小さな「虫」 、あるい 顕微鏡でようやく見える「微生物」のことだろう、といった認識が一般的と思われる。確かに、水界の 生物（バクテリア〔細菌〕やゾウリムシなど）や小型の生 ち（ミジンコなど）は どれだけ頑張って速く泳いでいても、周りの水と共に流されてしまうため、プランクトンの定義に当てはまるもの 多い。そのため 水界の小さな生物＝プランクトン」という認識は的外 ではないが 例外も多いので注意 必要である。例えば、海底の泥中に生息するバクテリア、海藻の葉上に生息する小動物などは、浮遊生活ではなく、底生生活をしているのでベントス 区分
反対に、体が大きくても浮遊生活をしていればプランクトンになる。例えば、クラゲのように






























れ、ともに海洋生態系では不可欠 存在である。植物プランクトンは太陽光エネルギーを利用して光合 を行い、水に溶けている無機炭素から有機物を作 出す基礎生産者 植物プランクトンの大部分は単細胞の藻類であり、多くの魚類にとっては小さ ぎるため餌として利用できない。
そこで、動物プランクトンが最初の捕食者（一次消費者）となって、小さすぎる植物プランク
































opepoda ） といい、 ギリシャ語で船を漕ぐ時に使うオール （橈・
















































もぐり込んで生活する。こ ハウス内には網目 細かいフィルターが備わっ て、内部で水流を起こすことで、フィルターでろ過・凝集された有機粒子を摂餌している。このフィルターが餌粒子で目詰まりすると そのハウスを捨てて新しいハウスを作り直す。
尾虫類はこのような変わった摂餌を行うが、この摂餌フィ タ の網目が非常に細かく、ほか
































































































































管クラゲは遊泳、餌の捕獲、繁殖といっ 役割をもっ 個虫が集まった群体であり それぞ が管状の幹によって繋がっている。
東幡豆沿岸の調査で多く採集されたのは、 ヒトツクラゲ（
M
uggiaea atlantica ）で、 透明なロケッ
ト型の遊泳個虫（泳鐘）をひとつ持つ種類である。泳鐘 大きさが
4㎜ほどのクラゲで、泳鐘が































enilia avirostris ） 、トゲナシエボシミジンコ（
E

































































































































































かったのはウスカワミジンコである。本種は一般的によく知られる淡水産のミジンコと体形が似ていて、海産枝角類で 体形をしているのは本種だけである。背甲が発達して体の胸～腹部を完全に覆って るが、 腹側は左右の背甲の隙間が空いており、まさに二枚貝のような形態を示す
（写真
3）。
















































































































































































































有性生殖による休眠卵の産出 切り替わったのであ 個体数がピークを過ぎた夏以降には、海底にウスカワミジンコの休眠卵 大量に横たわっているはずであ 。
ウスカワミジンコ以外の枝角類も生活史は同様で、好適環境になると休眠卵が孵化し、単為生

















. sinjiensis ） 、カラヌス・シニカス（
C
































































































出現種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
夏期に多い
アカルチア・シンジエンシス ○ ◎ ○ ○
セントロパジェス・テヌイレミス ○ ◎ ◎ ◎ ○
オイトナ・ダビサエ ○ ◎ ○ ○ ○
夏～秋期に多い
アカルチア・エリスレア ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
テモラ・タービナータ ○ ◎ ○ ○ ○
冬期（前半）に多い
パラカラヌス・パルバス ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
シュードディアプトムス・マリヌス ○ ○ ○ ◎
コリケウス・アフィニス ◎ ○ ○ ○ ◎
オイトナ・シミリス ◎ ◎ ○ ○ ◎
冬期（後半）に多い
セントロパジェス・アブドミナリス ○ ◎ ◎ ○ ○
アカルチア・ハドソニカ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
アカルチア・オオモリイ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
















































































































パジェス・アブドミナリス、アカルチア・オ モリイとアカルチア・ハドソニカの順に優占種が交替していく。その後は、夏 にかけてオイトナ・ダビサエが、秋期にかけてアカルチア・エリスレア 優占す 傾向 ある。
カイアシ類の増殖方法と種間関係
カイアシ類の主要な出現種のうち、カラヌス・シニカスとパラカラヌス・パルバスは沿岸域の





























































































































































































































































代が無事に生まれることができる。このような再生産の仕組みにおいても オイトナ属は三河湾の現状に適合してい ため、莫大な個体数で分布している であろう。
三河湾の特に奥部では ほぼ毎年のように夏期～秋期にかけて広範囲の海底 貧酸素水塊に覆
われてしまう 、東幡豆沿岸のように一時的に貧酸素に るも 無酸素化しない環境が残されていることは（
1章
1） 、これらの動物プランクトンにとっては卵が生残するチャンスを提供し

















































































































































































































































































































































































潮下帯で最も普通 み れ 小型海藻で 小規模ながら多数の群落を形成していた。トンボロ干潟の前島側では、荒天後に漂着しているマクサやオバクサを拾うことができる。マクサやオバ サはトコロテンおよび寒天 原料となる海藻であり、かつては幡豆でも自家消費用に利用されていたが、現在では手間がかかるのとスーパーなどで手軽に購入できるためか、ほとんど利用され くなってしまった。
着生基質がないと思われる砂浜や干潟において





























































































































































































































写 真 12　 東 幡 豆 町 の モ ロ ハ タ マ キ ビ











かし、実際に東幡豆沿岸で数種の海産大型植物を採集して調べたところ、決してアマモ葉上のみに生息する種ではなかったことが明らかとなった。年間を通じた調査により モロハタ キビ稚貝の新規加入が見られるのは春であること、秋以降に成熟、冬に交尾や産卵を行った後に死滅する巻 であること 分かった。
このような生活史は、各種海産大型植物、特にアマモの盛衰を上手く利用している可能性が推

















ハタマキビが、各種大型植物の季節的な消長に応じて生活場所を変えてい こと 分かった。また、生息環境となる海藻・海草の変化に呼応して、成長や繁殖を行う時期を合わせ、そのような生活史に伴い歯舌などの形態が変化するよう、適応・進化した可能性が考えられ 。モロハタマキビの生存と繁栄には、それほど広くない範囲内に 複数種類の大型植物の群落が混在している環境が不可欠であると思われ 。
モロハタマキビのように私たちの身近な場所に見られる貝類でさえも、ほとんどの種において






















2016 ） 。浮遊幼生と しばらく海水中に漂って過ごした後に、アマモやタマハハキモクなどの
葉上に着底するのである。夏になると、数十ｍ以上離れたテングサ類の群落へと棲みかを変えるわけだが、その時点でもまだ殻長数㎜とごく小さく、しかも着底 ために遊泳力はほぼゼロの巻貝が、 ったい ように 移動するのであろうか？































































































































































































































行き来する通し回遊魚に って、生活史 一時期を過ごす重要な場となっている。魚 海から河川へ（または河川から海へ）移動する際、塩分（浸透圧）の大きな変化に対す 生理的な適応が求められる。また、 餌や捕食者 い た他生物との関係も大きく変化する。通し回遊魚にとって、河口干潟はそのような急激な変化をやわらげ、新しい環境に少しずつ適応 ための経由地として、重要な場所となっている。
前浜干潟は、 大きな河川の河口からは少し離れた場所に形成される（東幡豆のトンボロ干潟も、
























































た。のんびりと釣り糸を垂れるのも楽し 採集方法のひとつ ある。なお、アマモ場に多い稚仔魚は非常に小さいため、見つけ取りが主と タモ網や釣りではなかなか採集され難 。アマモ場の 類相を把握する には、稚仔魚の採集用に開発された砕波帯ネット等の利用が適している（本章
2を参照） 。
沿岸域の主要なグループであるハゼ科魚類では、種によって好む底質が様々であるため、その







また、 河口干潟では、 様々な通し回遊魚が出現した。通し回遊魚は、 河川と海を往来する途中で、





アサヒアナハゼ、ギンポ、ナベカ、ネズミゴチ、クロホシヤハズハゼ、アゴハゼといった海水魚も出現する。これらの海水魚は、も もと塩分変化の耐性が比較的強いと思わ グルー である。
さらに、フナ類、モツゴ、タモロコ、スゴモロコ類、カダヤシ、ミナミメダカ、ブルーギルと



































エイ目 アカエイ科 アカエイ ● ● ●
カライワシ目 カライワシ科 カライワシ ●
ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ ● 絶滅危惧 IB類 絶滅危惧 IB類





サケ目 アユ科 アユ ●
ボラ目 ボラ科 ボラ ● ● ● ●
メナダ ●
カダヤシ目 カダヤシ科 カダヤシ ●
ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ ● 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧
スズキ目 メバル科 クロソイ ● ●
シロメバル ● ● ●




スズキ科 スズキ ● ● ● ●
サンフィッシュ科 ブルーギル ●
ヒイラギ科 ヒイラギ ●




メジナ科 メジナ ● ●
アイナメ科 アイナメ ● ●
カジカ科 カマキリ（アユカケ） ● 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧 IB類
ウツセミカジカ（カ
ジカ小卵型）
● 絶滅危惧 IB類 絶滅危惧Ⅱ類
アサヒアナハゼ ●





ネズッポ科 ネズミゴチ ● ●

















スズキ目 ハゼ科 ミミズハゼ ● ●
ヒモハゼ ● 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
トビハゼ ● 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
マハゼ ● ● ●
アシシロハゼ ●
アベハゼ ●

















キセルハゼ ● 絶滅危惧 IB類 絶滅危惧 IA類




カレイ目 カレイ科 イシガレイ ● ● ●
フグ目 ギマ科 ギマ ● ●




































































































































キセルハゼ本種は、 伊勢湾、 瀬戸内海、 有明海などに分布するとされていた （乾ほか







2006 ） 。 本種が採集された豊川の河口干潟 （砂泥質）

































































































































網調査では、 ボラ（偶来種） 、 イシガレイ（季節的定住種） ホウボウ（偶来種）といった、砕波帯ネットでは得られなかった魚種 未成魚や成魚が採 。さらに、本調査では採集されていないが、このアマモ場や
目 # 和名 # 個体数 出現タイプ *




ウキゴリ類 1 1 偶来
カサゴ目 メバル類 2 109 季節的定住
タケノコメバル 11 季節的定住
アサヒアナハゼ 78 周年定住
トゲウオ目 ヨウジウオ 71 周年定住
サンゴタツ 3 周年定住














































































































































































































































































































































































モ群落には、様々な魚類やイカ類（ヒメ カなど）が生息・来遊していることが明らかと った。また、アマモ葉上の付着微細藻類は、植物プランクトン等とともに、 有機物起源の主要候補の
一つであった。さらに、
アマモ群落は海水の流れを弱め、様々 有機懸濁物や浮遊幼生をトラップし、堆積させ 機能 あるとされている（鷲山ほか
2005 ） 。実際に、アマモ群落内の堆
積物中の有機炭素含量や有機窒素含量は、砂地に比べて高かった。
図 7　アマモ場への偶来種ボラ（7 月に投網で採集）の体長とδ13C 値の関係。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































帯上部に多数生息するコガモガイ類とも近似するが、歯舌の縁歯 長い特徴により、縁歯が小さく不明瞭な特徴のコガモガイ類とは明らかに区別される。さらに このヒメコザラは、シボリガイ、ツボミガイと形態 近似している。これら
3種は、近年まで同一種内の形態型とされてい
たが、現在は明確 別種とされ 。ヒメコザラ 内湾の潮間帯に広く生息する。シボリ は河口付近の汽水域の潮間帯に生息する。ツボミ は河口付近や内湾環境に ウミニナ類殻の上のみに付着して生息する。東幡豆町で確認された種はヒメコザラのみであったが、三河湾内にはこれら
3種が生息しているので、生息環境の違いを調べてみるのも面白いだろう。
196197









































第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 
群の保護が最重要という側面も加味されるので、ウスコミミガイよりもさらに困難である。このように同じ潮間帯最上部の環境に生息する貝類であっても生き方や置かれた状況は各種様々なのである。
さて、以上見てきた潮間帯上部の貝類は全て巻貝類であったが、二枚貝類の一部の種が好んで
生息する場合も見られる。二枚貝類 多くは、海水中の有機懸濁物をろ過摂食しており、餌環境の面だけで見ると潮間帯上部に生息する利点は少ない。しかし、好きなように動くことができる自由生活のクチバガイが、なぜか分からな が潮間帯上部に生息 ている。砂泥質干潟においては、満潮時の汀線付近の砂中に、本種が多数生息している。一方、転石海岸では、飛沫帯に近い転石の下に干潮時半ば乾いた状態で多数の個体が見られる。内湾奥の打ち上げ物が多数堆積したゴミのかたまり ような中から多数出現することもあ 。二枚貝類の中からは さす に陸上進出したも ないが、クチバガイは陸地 生息している も言いたいような種である。なぜ この様に不思議な生態を示す か、その理由は明らか なっては な
潮間帯の特に上部の環境は、海水が十分に満たされることがなく、温度変化や陸上生物による
捕食なども考えられる厳し 環境であるが、このわずかな範囲のマイクロハビタットを活用多様で特殊な貝類の分類群が生息している非常に興味深い環境でもあ 。 ランクトンとして生活する。そのため、 流された幼生が別の生息場所に着底することがあるので、人為的に創出された環境にも新たな個体群が定着することにつながっている。ただし、この場合の護岸は天然石の石積み護岸であり、作られてからの時間もかなり経過し などが重要な要素であろう どんな材料でもすぐに生物に適した環境になり得るという訳ではないことを覚えておきたい。
一方、ヤマトクビキレガイの場合は直達発生（浮遊幼生を経ないで、卵や親貝から直接幼貝が
生まれること）であり、この場合はより個体群維持が難 い。直達発生の場合は、人為的 好適環境が作り出せ としても 海流で他所から浮遊幼 個体が運ばれて新たな個体群が生じることはない（流木等と一緒に流れ着く と もない限り） 。そもそもの個体群を維持することが重要なのである。
ヤマトクビキレガイは前島の
1㎡にも満たないきわめて狭い範囲のみに生息していた。この狭
い空間の維持がきわめて重要なの る。さらに、直達発生の種は自力移動 か移動手段がないので、浮遊幼生期をもつ種と比べて分散能力が低く地域間での遺伝的交流 薄くなり、地域ごとの遺伝的差異が大きくな つまり、 地域独自 特色を っ 個体群が成立しやすいのである。
このことは、その場所の個体群がいなくなったら、別の場所にたくさんいる同種の個体を持っ
てきて増やせば いじゃないか？ う単純 案では、解決 ならないことを示している。同一種であっ も、各地域個体群は遺伝的な差異から見れば別ものだということである。
したがって、ヤマトクビキレガイ 保護は、環境の保全ということに加えて、この地域の個体
200201















嶼（前島と沖島）で、転石帯の埋没転石下 貝類を調査する機会に恵まれ、いくつかの発見をすることができた。これら二つの島 確認できた貝類の ち、特徴的で珍しい習性や形態をもつ貝類のいくつかを紹介していきたい。
転石帯の特殊環境に棲む貝類：ヒナユキスズメ前島と沖島には比較的広く転石帯が存在するが、特殊環境棲貝類は、どのような石の下にもい





物が発生し、 砂中の鉄分と反応して黒い砂（硫化鉄）となり、 温泉地の硫黄臭にも似た臭いがする。このような酸素の乏しい「還元環境」は、通常、河口域や湾奥部の閉鎖的な環境に多く形成されるが、潮通しの良い開放的な海岸でも、特に砂や泥に深く埋没した転石下のマイクロハビタットに形成される である。後者の埋没石下の「還元環境」では、そのような環境にのみ限定的に出現する希少な特殊環境棲貝類が存在することが知られている（日本ベントス学会
2012 ） 。
埋没石下の特殊環境棲貝類は、厳密には直に還元環境に生息しているわけではない。埋没転石
下には、 ゴカイ類やイソメ類など 多毛類や、 アナジャコ類 テッポウエビ類など 甲殻類、 様々な底生生物が している。これらの底生生物が転 に巣穴を掘り 転石下に空間を作り生活する どして、転石と砂泥の間に隙間が生じること ある。このような隙間に酸素 海水の循環がある空間 形成され、還元環境 一部分に好気的な環境が生じる。この還元環境と酸化環境境界に、特殊環境棲貝類が見ら るのである。
このようなマイクロハビタットは従来ほ んど調査されず見過ごされてきたが、最近の調査に















日本語で言うならば、 「ユキスズメ属の一種」という意味になる。したがって、このヒナユキスズメは、これから後に正式に論文で記載されてからようやく新種として認められる予定 新種予備軍で、 「未記載種」とよばれるものである。後述のナギツボやイシン属の一種も同様に未記載種であり、これから新 となる可能性がある新種候補の貝類たちである。つまり、東幡豆の身近な転石帯にも いくつも の貝がいるので 。
ヒナユキスズメが属するユキスズメ科貝類の多くは、ヒナユキスズメと同様に転石下の還元環








































































































































ヒナユキスズメとシンカイフネアマガイの関係と同様に、遠く離 た浅海と深海 それぞれに類縁関係のある貝が棲んでいる事例であり、生物の進化生態を考えた面から とても興味深い。
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第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 
ボキサゴ・サザエ等、海産種のみ）と共通する特徴をもっている。そのため、これらのミズシタダミ上科は、古い時代に海域において、原始的な前鰓類と分岐した最も原始的な異鰓類、つまり、前鰓類とほかの多くの異鰓類との橋渡し的な存在であるとの仮説が考えられていた。
ただし、 先述のように原始的な異鰓類のはずのミズシタダミ科は純淡水域のみに生息しており、











































科等） 、後鰓類（ウミウシ等） 、有肺類（カ ツムリ）を含む大きなグループでありな ら、その起源に関し は長らく不明であっ 。ガラスシタダミ科は扇舌型の歯舌や両櫛鰓をもち、ミズシタダミ科も櫛鰓状の二次 多旋型の蓋を つなど でありながら、原始的な前鰓類（イ
210211







の還元環境にも生息するという事実は、どちらが起源にせよ、共通の祖先から同様の環境を足掛かりとして新たな生息域へと進出し分化 ていったことが想像できる。転石下の特殊環境の貝類はイガイ類などとは違い、浅海性の種そのものが希少であるので未だに研究が進んで ないが、同じ系統の貝が遠く離れた深海と浅 の還元環境に限定して生息して ることは事実 あり、今後大きな発見がなされるかもしれない。
石の裏の華やかな貝類
石の裏の二枚貝：ウロコガイ類埋没した転石下には、これまで紹介してきた巻貝類のほかに、二枚貝類 生息している場合も
ある。特にウロコガイ科の二枚貝類は、多くの種が転石下の特殊環境棲巻貝類と共 生息してお 常に貴重な存在なのである。この微小なカクメイ科貝類が、例えるならば、サルとヒトの分岐点に位置する猿人の化石 発見にも相当するような、まさに革命 維新級の興奮を貝類学者にもたらしたのであ 。こ 幡豆の海でも、そのように貴重な貝（カクメイ科イシン属）が、現在まで、人知れず生き続けていたのである。
転石下の特殊環境と深海環境との接点これらの特殊環境に生息する貝類は、先述した通り、近縁種内で浅海と深海の還元環境に離れ
て生息している事例が多い。深海の熱水噴出孔や冷水湧出帯では化学合成細菌を生産者とす 独自の生態系が存在する。このような場所から する湧 には硫化水素やメタンなどが含まれており、転石下同様、還元環境となってい また、深海底に沈んだクジラや流木の周り も還元やそれ自体からなる特殊な環境が出現し、それぞれ「鯨骨群集」や「沈木群集」とよばれる独自 生物群集を形成する。このような場所では 生産者 化学合成細菌 硫化水素の うな還元物質を酸化して有機物を合成し、消費者 貝類や甲殻類などは 化学合成細菌と共生したり、餌として利用する。
局所的な還元環境は、浅海から深 まで広く離れて点在している。問題は、それぞれの還元環
















には、ほかの無脊椎動物の体表面に共生する種、ほかの底生生物の巣穴に共生するもの、そして自由生活するも といった具合に、多様な 態の が存在する（
G
otoet al.2012 ） 。これらウロ
コガイ科貝類の分類は難しく、いくつかの科に細分される場合もあるが、ここでは大きくまとめられた広義でのウロコガイ科として扱うこととする。
ウロコガイ科のなかで、ほかの底生生物の体表面に共生する種には、マゴコロガイやオサガニ
ヤドリガイ、 ガンヅキなどがいる。 ま 後述するスジホシムシモドキヤドリガイも近い生態をもっている。これらは底生生物の体表に付着 て生活している。特にマゴコロガイは有名で 釣り餌にもよく用いら るアナジャコ 胸部 腹側に特異的 付 する。私たちヒトでは心臓がある位置にハートの形の貝が付着する様子から「真心貝」と名付けられている。マゴコロガイは残念ながら、三河湾では確認されず、愛知県では名古屋港でのみ見つかってい （木村・山本
1990 ） 。




























第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 
る。そのようなモデルには、イソギンチャクやクラゲなどが考えられる。
イソギンチャクやクラゲは刺胞動物と呼ばれるグループに属している。刺胞動物には、その名
が示す通り、刺胞という特有の細胞小器官がある。刺胞は刺激をうけると内部が反転し、刺糸と呼ばれる糸状の構造が飛び出す。これが相手に刺さったり、 絡まることで毒を注入するのである。クラゲに刺され というのは、この刺胞によるものである。自由生活者のウロコガイ科二枚貝がもつ外套膜の突起の形状は、イソギンチャクやクラゲ ような 動物の触手によく似ている。
もう一つ擬態のモデル生物として考えられるのはウミウシ類である。ウミウシ類は派手な色彩
や奇抜な形状をしてい ものが多く、ダイバーにも人気が高い軟体動物である。多くのウミウシ類はカイメンや刺胞動物など 特定の餌生物を専食している。これらの餌生物には毒や忌避成分が含まれているが、ウミウシ類はこれら餌生物のもつ毒や忌避成分を自分 体に取り込み蓄積したり、さらに活性の強い物質 作り替えたりすることができる（平野
2000 ） 。このように、ウミ
ウシ類は餌生物の防御機構を取り入 ことにより 派手な色彩や形態をしているにもかかわらず外敵に襲われない である。
ウミウシ類の中でも特にミノウミウシ類は、餌生物の武器を巧みに自分 ものとして利用でき




オウギウロコガイ、ツヤマメアゲマキ、ニッポンマメアゲマキ、マツモトウロコガイ 確認された。自由生活者のウロコガイ科では生きているとき、外套膜とよばれる軟体部分で殻全体を覆っている種が多い。こ よう 例は美しい巻貝であり、貨幣として利用さ た貝類（貝貨） しても有名なタカラガイ類では良く知られている。
今回確認された種の中でも オウギウロコガイとツヤマメアゲマキは外套膜から多数の触手の
ような突起が伸びている。突起 先端は、オウギウロコガイでは赤 ツヤマメアゲマキでは黄色で、非常にカラフルな色彩をしてい 自由生活のウロコガイ科の一部にはこのように外套膜に派手な突起 もつ種がいることから 最近では一部のダイバーの間で観察の対象となってい 種もいるほどであ 。
こ らの派手な外套膜突起が、干潮時に の下に潜む二枚貝にとってど ような意味があるの
かは未だよく解ってい い。可能性の一つと は、満潮時に 活発に行動し、外敵、特に視覚の発達した捕食者に対する警戒色として、何かに擬態していることが考えられる。もし擬態であるならば、モデルとなった生物 は毒や忌避物質等があり、かつ目立つ色彩をしているはずであ
216217






















































スジホシムシモドキヤドリガイなどウロコ 科の種は、ユムシ類やホ ムシ類 甲殻類のカ










第 2部　幡豆の海と生き物5　貝 類 
る二枚貝のカリガネエガイに寄生する。ただし、スジイリクリムシクチキレに関しては、いまだに何に寄生するのか明らかになっていない 主に固着性の宿主を選択する種は、宿主の付近に常時見られる。一方、比較的移動能力の高 多毛類などを宿主とする種は普段は自由に活動し、体液を吸う際のみ宿主に近寄る日和見的な 生態を示す。スジイリクリムシクチキレの宿主が不明な理由としては、後者 日和見的な寄生生態が可能性として考えられる。
これらトウガタガイ科の各種は、多様な無脊椎動物に寄生するが、特定の宿主を選択すること



























代わりに吻が細長く伸び、吻の奥には宿主に突き刺すための針（吻針） 、さらに宿主の体液を吸うためのポンプ（口球ポンプ）を有している。私たち人間の場合に置き換えれば、蚊など 吸血性の昆虫に血を吸われるようなものな かもしれない（比率から見ればさらに大型なのだが） 。
これらトウガタガイ科の種は、宿主の体表に取り付く外部寄生をするグループである。ヨコイ









































































































上性の陸産貝類で る。こ キセルガイは、奄美諸島、トカラ列 、屋久島、九州南部、四国西
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オトヒメゴカイ科 Podarkeopsis 属の一種 Podarkeopsissp.
カギゴカイ科 ハナオカカギゴカイ Sigambraphuketenesis



























































































































コケゴカイは前口葉 頭部）が小さ 細い体形である。スナイソゴカイとイシイソゴカイは、背面前部が濁緑色を呈する。コケゴカイに比べて前口葉は大きく、 体形もかなり太い特徴があり転石下の砂泥中に生息してい
なお、トンボロ干潟の脇のアマモ場内では、ゴカイ科のツルヒゲゴカイが分泌物を使ってアマ
































数の小さなツツオオフェリアが生息する を紹介した。これら無数の多毛類が、多くの軟体動物などと共に、東幡豆の干潟環境の有機物分解を担っているのである。また、ごく小さな堆積物食者のツツオオフェリアから、それらを捕食するヒガタチロリまで、実に多様な食性・大きさの多毛類が存在することで、それ 捕食する魚類等の餌生物となり、内湾 生態系や多様性の維持に貢献している である。
多毛類には、有機物の分解 餌生物といった
二つの役割以外にも、もうひとつ、地中に伸びた
















特徴がある。本種 、棲管を作らず泥分が比較的少ない砂底に浅く潜って生活してい 。半透明で淡黄白色の体をくねらせるので、一見 と、ナメクジウオではないかと見間違えるかもしれない（ナメクジウオ〔ヒガシナメクジウオ〕は、化石種ピカイアに近縁で魚類の祖先にあたる。幡豆に近い三河大島はそ 生息地として天然記念物に指定されて る） 。

































































































































































































































































説明した。この めに底質 貧酸素化し、 還元的な環境になりやすい。軟体動物や節足動物など、ほかの多くの生物群の生息が困難な環境となり、実際に底生動物群集の多 度指数はきわめて低かった
（図
5）。しかし、西側の優占種となったドロオニスピオなど、汚濁指標種と呼ばれる多毛
類をも含めて、このような環境 耐えられる一部の多毛類 おいては、時にはおびただしい個体数となり、劣悪な環境 底質浄化を担っている。多様度が低く、一見すると生物相が一様で単純と思われる東浜干潟においても、小河川の淡水影響域付近や河口部の転石下の局所的なマイクハビタットなどの存在が 一部の多毛類のみ優占しかねない状況下に多様 を生み、生物相の多様化に少なからず影響をおよぼしている
以上、東幡豆の干潟域における多毛類の多様性とその役割について紹介してきた。先の各章に














































巣の持ち主と一蓮托生で、巣穴がないと生きて くのは難しい。ホシムシ や はきれ な砂質干潟でないと生きていけないため、共生者の十脚目とともに生息地は日本各地で減少している（日本ベントス学会2012 ） 。ちなみに、カニダマシ（蟹騙）はその名が示す


















ドカリが貝殻を背負って動いているためである。生きている貝類などの腹足類は、ゆっくりと滑らかに移動するので、このちょこちょこ動きとは異なる。ヤドカリも十脚目であるが その腹部は殻に覆われておらず ても軟らかい。そのため、死んだ腹足類の貝殻の中に腹部を入れることで敵から身を守っ い 。幡豆でよくみられ ヤドカリは、ユビナガホンヤドカリとテナガツノヤドカリの
2種である。ユビナガホンヤドカリは北方系のホンヤドカリ科に属し、左の鉗より右





























うか。十脚甲殻類には、姿形はもちろん 生息環境と個体数の多寡、食べる餌の種類 餌の摂り方、求愛行動、ほかの生き物との関係など 多 多様な生態があり、それぞれの種が干潟とい環境に適応し子孫を残して 延びてきた結果である。それが
一つの地域で観察できるのも幡豆















体型をして る すなわち、甲らは薄く左右に広がった形をし、歩脚の先端は船のオールのような形をしている。 ちら 食べておいし カニだが、幡豆で見かけるのはほとんどがまだ子供であり、ガザミは資源回復のために種苗放流も行われているので逃してあげたほうがよい。大型個体もたまにいるが、鋭 歯が並んだ大きな鉗を使って小さな動物を食べる捕食者であり、こ 鉗は人間にとっても危険なので、素手では触ら ほうがよい。アマモの根元には、他にも、スジエビモドキ、エビ ャコ類 どのコエビ類や、稀少種のスネナガイソガニが潜んでおり、手網を
写真 19　ムギワラムシの巣穴に共生する
ヤドリカニダマシ（撮影：土井）






排泄物の細片）と区別して採集することは難しく、それらとまとめて懸濁態有機物として調べることが多い。懸濁物食者も、ある程度の選り好みをするが、両者を厳密に区別している訳ではない。また、底生微細藻類も、同様 砂や泥と完全に分離 ことは難しく、堆積有機物として分析されることが多い。以上 ような場合 生産者でなく、消費者（動物）にとっての 起源と呼ば 。
ここでは、トンボロ干潟の食物網構造に関し、底生動物に焦点を当てて、筆者らが調査した結
果の一部を紹介す 。食物網構造を調べる方法としては、近年、元素の安定同位体比を指標とする手法が、生態学分野で広く用 られるようになっ きた（富永・高井
2008, 横山
2008 ） 。筆者
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起源に対するアサリの依存度の推定（2013 年 7 〜 8 月）
図 10　混合モデル（IsoSource プログラム）を用いた、各有機


















































































































































































































関連 があ 考えられている。例えば、ある病原菌に対して耐性をもつ遺伝子が、すべての個体において同じであった場合、病原菌が少しでも変化してしまうとどの個体も耐性を持たないこととなり、その個体群は死滅し しまう。もし 病原菌の耐性に関する遺伝子に多様性 あれば、病原菌が多少変化しても、いずれかの個体は耐性を有し、個体群（も く 種）の絶滅は避けられる可能性 高まる。 のように種 存続に直接影響を及ぼし得るのが 「遺伝子の多様性」 である。
また、 遺伝子の多様性の概念には、 これ で述べたような「各個体の遺伝子の個性」に加え、 「地
域固有の遺伝子 偏り」といった のがある。具体的にどのようなことか、メダカを例に紹介してみたい。メダカは日本全国の溜池などに生息している小型の淡水魚である。これ で、メダカどこの も同じ 思われて た 、遺伝子の多様性を調べ 研究により、青森から福井の日本海側に生息す 北日本グループ 、岩手から沖縄まで広範囲 生息する南日本グループの二つに大きく分けられることが明らかとなった
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予測し ほど高い遺伝子の多様性は認められなかった。これは漁業対象種であるアサリは、人間によ 間引きを恒常的に受けているため、稀な遺伝子型が確率的に集団中から除去されてしまう機会が多く、 個体数から想定されるほどの遺伝子の多様性を保持していない可能性が考えられた。一方、遺伝子の多様性が最も高かったマテガイであるが、実は愛知県のレッドデータブックで準絶滅危惧種 指定されている（愛知県環境調査センター
2009 ） 。そのため当初、遺伝子の多様性





























































































キサゴが、浜名湖などの一部の地域を除き各地で著しく減少している。三河湾でもかつては多数の個体が生息していたと記録されるが、現在 東幡豆町 調査 ごく少数が確認されたのみ（早瀬ほか
2011 ）という程度にまで個体数が激減している。
イボキサゴは 二枚貝類と同様に水管を使用してろ過摂食をする、巻貝類のなかでは珍しい食












での生息環境の保全もきわめ 重要ではあるが、それだけでは決して十分ではなく、ミクロなレベル（転石地の転石下、アマモ群落内の砂泥底など）での貝類 多様なマイクロハビタットの維持・創出がなければ、沿岸産貝類の多様性維持は難しいと考えられ 。
同じ種であっても生活史の中で、利用する生息環境・資源が変化することは先のモロハタマキ
ビの話題でも取り上げた。広範囲（浮遊幼生時・着底時）だけでなく、そ 後の生息環境となる狭い範囲（複数種の海藻群落等）の環境をも維持できなければ、本種の生息は成立し い この例のみでも単純に特定 環境さえ維持されていれば良いということではだめ ということがわかる。前章で既に詳しく触れたが、潮間帯 貝類には、さらに狭所の環境 の生活に特化した種もあり、よりミクロなレベルで 環境の保全にも注目することが な であ 。 記憶しておきたい。
三河湾の環境改善のために、東幡豆町では漁協などの取り組みでアマモ場の保護ならびにアマ

















間を長く持つよう 種 場合 、 湾 干潟やアマモ場環境が回復するこ より、新たな個体
290291
第 2部　幡豆の海と生き物6　干潟をめぐる生態系 
物がいるのかなど詳しく調べても仕方がないと思う人が大部分かもしれないが、実は、この身近な環境の生物が意外にも十分に調査されてい 場合がほとんどなのである。このような調査も保全活動の一環なのである。皆さんには、ぜひ、身近な生物の存在を調べてもらいたい。近くに絶滅のおそれ あ 貴重 種がいて、実は、その貴重な生息環境 知られることなく開発の危機にさらされている状況にあるかもしれないので。
三河湾や伊勢湾では、絶滅が懸念されていたハマグリが発見され、ごくわずかではあるが増加
している状況である。ハマグリ 増加には、環境への配慮がなされたこと、また、下水道施設どのインフラ整備が進むことで、沿岸環境、特に水質 改善がなされ、富栄養化 緩和や赤潮・貧酸素水塊の発生頻度が減少したこと どが影響 ている か しれない。このような個体数増加は、一部の絶滅危惧種 も認められている。ただ ハマグリのよう 水産重要種の場合には、水産関係諸機関が研究を進め、資源増加 状況やその要因解明の研究を行っている。一方で、一般的に商品とはならないマイナーな種に関しては、ほとん の研究機関 詳細 モニターや研究は行わない。
マイナーな種は、まだまだ研究上の未解明な部分が多い。加えて、元々個体数も少なく、詳細
な研究を進めるための標本試料も限られている。さらに最近では、干潟消失を含めた環境変化によって、試料が採集される機会がますます減っており、標本や情報 共有を行う全国的な調査体制の整備も必要である。筆者らは、マイナーな種も環境指標 し 重要な役割 有していると考えている。こうした種は分類学的にも生態学的にも未解明な部分が多 こと ら 研究の興味が
現在、東幡豆町の干潟は潮干狩りの場として活用されている。人の手が多く加わることを生物
の減少につながる行為ととらえる向きもあるが、干潟環境を人々が利用すると共に、良好に維持・管理されれば、 生物多様性は高ま であろう。このような漁業などとも連動した干潟環境の維持・保全 取り組みは 貝類をはじめ生物各種の保護にも直結する有効 保護活動のひとつに位置付ける とができると考える。
減少傾向にある種をリストアップして各種の保護を訴えることは、各生物群の希少な種を存続



















































































































































































































































































































































































































































































diversity of the cytochrom
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多くの小型甲殻類やゴカイも生息しており、幡豆の干潟のくぼみがアカエイによるものならば、それらを食べるために掘り起こした可能性が考えられる。またアカエイの仲間は眼や、呼吸を行うためにある噴水孔を出しながら砂地に潜る習性があり、この潜伏行動によりくぼみを形成した可能性も考えられる。潜 調査でも、眼や尾を出 て潜んでいる様子が見られ 。
食害以外にも、アカエイの尾には毒棘が備わっ
ており、このまま増え続けると、砂地に隠れているところを誤って踏みつけてし うこと あるかもしれない。さらに要因は不明であるが、時 集団で河川などの淡水域にも遡上す ことも知られ
ている。これらのことから、生態系の保全やわれわれ人との共生を考える上で、駆除も視野に適正に扱う必要があると られる。
現在のところこのくぼみが、エイの捕食行動に





































は貝を掘り起こした食痕（ ぼみ）が認められている。これらエイ類の増加の要因として、ナルトビエイ 暖かい海を好むことから地球温暖化に伴う海水温の上昇による分布 変化や、エイ類を捕食するシュモクザメ類などの大型サメ類の減少などが挙げられている。
幡豆の干潟にも、エイ類によると思われる無数


































































近くに住んでいる人は、もしかしたら野生のスナメリを見たことがあるかもしれない。海岸から遠くを見ていると、手前の水面に何か灰色がかった白っぽい体 持つ生き物が滑るように背中を出し、すぐに潜ってい 。時折プシュッとい 小さな息づかいも聞こえるかもしれない。こんな経験をしたことがあれば、その人はきっとスナメリを見たに違いない。沿岸の港を結ぶ小さ フェリーからも横を通り過ぎるスナメリをよく見かける。この生き物は、人里に最 近い所に棲むイルカなのである。
スナメリはネズミイルカ科という、イルカの中
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の関係が深い。広島県の竹原市で スナメリ網代漁業という伝統漁法がかつてあった。漁師はスナメリを目印とし、 スナメリが追い回した小魚を狙って集まるタイやスズキを一本釣りしたと う。つてこの漁法が行われて た水域は「スナメリクジラ廻游海面」として国の天然記念物に指定されている。また、本種は開発行為や漁業の影響を受けやすい所にいることから特に保護が必要とされ、シロナガスクジラ、ホッキョククジラ、コククジ
ラと並び、水産資源保護法によって保護動物として指定されている。しかし、沿岸の刺し網や定置網による混獲は後を絶たない。また、瀬戸内海では砂の採取による生息地の分断も懸念されている（Shirakiharaetal.2007 ）。
スナメリは私たちのそばで静かに暮らし、人々
と共に沿岸の環境から恵を受けながら世代を重ねてきた。しかし、人々のそばで暮らすことには混獲や生息地の破壊だけでなく、船舶との衝突やエンジンの騒音、漁業による餌 減少、ゴミの誤
ご
嚥えん
や海洋汚染など多くの危険や脅威を伴う。愛知県で絶滅のおそれのある野生動植物のリスト ある「レッドリストあいち
2
0
1
5」では、スナメリは
準絶滅危惧種として掲載され、現時点では絶滅の危険性は小さいものの、環境変化によっては絶滅危惧種に移行する要素を有する種と評価されている。
時に岸近くまでやってくる人里のイルカ、スナ
メリ。三河湾はスナメリにとってもふるさとと言える海である。三河湾をふるさと する人々がこれからもスナメリと共に生きていくためには、地
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